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　2007年7月、大成建設㈱ＪＶ（共同企業体）は、トル
コ共和国イスタンブール市内のボスポラス海峡横
断鉄道トンネル建設工事において、沈埋工法注１）と
しては世界最深度の44.5mの海底において函体水圧
接合注２）を成功させた。これまでの世界最深度記録
は、米国サンフランシスコ湾にあるBARTトンネル
工事で施工した40.5mであった。
　イスタンブール市はボスポラス海峡を挟んでア
ジアとヨーロッパを結ぶ交通の要衝に位置し、商
業・貿易の中心であるとともに、人口約1,200万人
を擁す都市（図表１）である。市内の旅客輸送手段は
道路、鉄道、フェリーであり、輸送量の90％以上は道
路輸送が占め、都市中心部では慢性的な交通渋滞の
発生と、それに伴う排気ガスによる大気汚染などが
深刻な問題となっている。トルコ共和国政府は、こ
のような状況を改善し、さらなる人口増加による都
市交通機能等の低下にも対応するため、ヨーロッパ
とアジアの２大陸を分断しているボスポラス海峡
の海底トンネルを計画した。市中心部を東西に結ぶ
全長13.6kmのボスポラス海峡横断地下鉄整備事業
が事業化され、大成建設㈱ＪＶは2004年8月から工
事を開始している。
　今回の工事は（図表２）、陸上でトンネルとな
る鉄筋コンクリート製の函体（最大長 135m、幅
15.3m、高さ 8.6m）を製作して、海峡区間 1.4km
部分のアジア側に曳航し、海底にあらかじめ掘っ
ておいた溝に沈めて函体を繋いだ。
　ボスポラス海峡は、世界有数の流速の早い海峡
であり（最大約 5 ﾉｯﾄ）、潮止まりがなく、しかも塩
分濃度の違いにより黒海側（表層流）とマルマラ海
側（底層流）の逆向きの二層流が流れている、とい
う複雑な流況を示す海峡である。函体を沈設する
方法では、設定流速 3 ﾉｯﾄ以上の流れが発生した場
合、係留システムの障害や施工精度の悪化が懸念
される。大成建設㈱は１年間にわたる流況モニタ
リングを行い、気圧や風速、水位などによって流
況がどのように変化をするかを 48 時間先まで短時
間に潮流変化を予測できる「流況予報システム」を
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新たに開発し、安全かつ確実な施工を可能とした。
また、海中での函体位置や海底地形確認のために、
GPS やマルチファンビーム注３）などの最新技術を
活用して函体を沈めている。また、既設函体との
隣接には、超音波端面探査装置で正確な位置測定
を行いながら工事を進めている。最深部では水深
約 60m での施工が予定されており、さらに世界最
深度の記録更新を図ることになる。
注１：トンネルを複数に分割した函体を陸上で製作し、
海底（河底）に沈めて接合することによりトンネルを
構築する工法
注２：函体同士を接合する際、函体の端面間に挟まれ
た部位の排水をすることで、函体同士が水圧により引
き寄せられ接合する方法
注３：水中に超音波を扇型に放射し、観深船の直下を
中心に 90度 (1.5 度× 60方向 )の範囲の水深を同時に
測定する。観深船の移動に伴って、海底面の高精度 3
次元地形測量が可能となる
図表１　位置図
図表２　接合位置断面図
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